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 ご注意
（1）本製品の一部または全部を無断で複製することを禁止します。
（2）本製品の内容や仕様は将来予告無しに変更することがあります。
（3）本製品は内容について万全を期して作成しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどお気付きの点がございま

したら、当社までご連絡ください。
（4）運用した結果については、⑶項にかかわらず責任を負いかねますので、ご了承ください。
（5）ご使用上の過失の有無を問わず、本製品の運用において発生した逸失利益を含む特別、付随的、または派生的損害に

対するいかなる請求があったとしても、当社はその責任を負わないものとします。
（6）本製品付属のソフトウェア、ハードウェア、マニュアル、その他添付物を含めたすべての関連製品に関して、解析、

リバースエンジニアリング、デコンパイル、ディスアッセンブリを禁じます。
（7）EDIUS ／エディウスおよびそのロゴは、グラスバレー株式会社の登録商標です。
（8）Microsoft、Windows は米国マイクロソフト・コーポレーションの登録商標です。
（9）Intel、Core、Thunderbolt は、アメリカ合衆国およびその他の国におけるインテル コーポレーションまたはその子会

社の商標または登録商標です。
（10）QuickTime および QuickTime ロゴは、ライセンスに基づいて使用される商標です。QuickTime は、米国およびその

他の国々で登録された商標です。
（11）Adobe、Adobe ロゴ、Adobe Reader はアドビシステム社の登録商標です。
（12） ドルビーラボラトリーズからの実施権に基づき製造されています。Dolby、ドルビー及びダブル D 記号

は ドルビーラボラトリーズ の商標です。非公開機密著作物。著作権 1993–2005 年 ドルビーラボラト
リーズ。不許複製。

（13）XDCAM、XDCAM EX、XAVC、XAVC S、SxS はソニー株式会社の商標です。
（14）HDV はソニー株式会社と株式会社 JVC ケンウッドの商標です。
（15）AVCHD はパナソニック株式会社とソニー株式会社の商標です。
（16）EOS はキヤノン株式会社の商標です。
（17）その他の商品名やそれに類するものは各社の商標または登録商標です。

 表記について
■	本書での説明と実際の運用方法とで相違点がある場合には、実際の運用方法を優先するものとします。
■	本書で使用している画像は開発中のものであり、実際の製品とは異なる場合があります。
■	本書は PC の基本的な操作を行うことができる方を対象に書かれています。特に記載の無い操作については、一般的な

PC の操作と同様に行ってください。
■	本書では、REXCEED-X15LT を「REXCEED」と表記します。
■	本書では、EDIUS Elite 7 や EDIUS Elite、EDIUS シリーズを「EDIUS」と表記します。
■	本書では、Microsoft® Windows® 7 operating system を Windows 7 （Ultimate、Professional、Home Premium、Home 

Basic の総称） と表記します。 
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 警告
健康上の注意
ごくまれに、コンピューターのモニターに表示される強い光や刺激や点滅によって、一時的にてんかん・意識の喪失などが
引き起こされる場合があります。こうした経験をこれまでにされたことがない方でも、それが起こる体質をもっていること
も考えられます。こうした経験をお持ちの方や、経験をお持ちの方の血縁にあたられる方は、本製品を使用される前に必ず
医師と相談してください。
3D の編集は連続作業時間が 1 時間を超えないように、その都度 10 ～ 15 分の休憩をとりながら作業を行ってください。疲
労や不快感等の異常を感じた場合、使用をすぐに中止してください。

著作権について
テレビ放送やビデオなど、他人の作成した映像／音声をキャプチャしたデータは、動画、静止画にかかわらず個人として楽
しむ以外は、著作権法上、権利者に無断では使用できません。また、個人として楽しむ目的であっても複製が制限されてい
る場合があります。キャプチャしたデータのご利用に対する責任は一切負いかねますのでご注意ください。

REXCEED-X15LT
ユーザーズガイド
January 17, 2014

Copyright © 2014 Grass Valley K.K.
All rights reserved.
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安全に関する注意事項

安全に関する注意事項

⿓⿓ 絵表示について
本製品を安全に正しくお使いいただくために、以下の内容をよく理解してから本文をお読
みください。

警告 人が死亡または重傷を負う恐れのある内容を示しています。

注意 ケガをしたり財産に損害を受ける恐れのある内容を示しています。

⿓⿓ 絵表示の意味

この記号はしてはいけないことを表しています。

この記号はしなければならないことを表しています。

この記号は気をつける必要があることを表しています。

設置について

　警告

本製品は安定した場所に設置してください。
本製品が倒れたりすると本製品の損傷やけがの原因となります。

温度が高くなるところに設置しないでください。
直射日光の当たるところや発熱する器具の近くなどに置くと火災や故障の原因
となります。また、本製品が変形、変色するおそれがあります。

湿気や油気の多い場所では使用しないでください。
回路がショートし、感電するおそれがあります。

アースは必ず取ってください。
感電の防止になります。

AC100Vコンセント以外の電源には接続しないでください。
機器の破損の原因となります。

プラグは根元まで確実に差し込んでください。
差し込みが不完全な場合、感電や発熱による火災の原因となります。

たこ足配線はしないでください。
火災の原因となります。

ぬれた手でケーブルの脱着をしないでください。
感電および故障の原因となります。

プラグは定期的に清掃してください。
プラグにほこりなどがたまると、絶縁不良などにより火災の原因となります。

ケーブルの加工はしないでください。
ショートして火災や感電の原因となります。
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　注意

通風孔をふさがないでください。
筐体内部に熱がこもり、故障の原因となります。

極低温、極高温、高湿度の環境で使用しないでください。
機器を破損するおそれがあります。

ほこりが多い場所では使用しないでください。
ほこりが通風孔や内部につまると故障の原因となります。

長期間使用しない場合はコンセントを抜いてください。
火災の防止になります。

ケーブルを抜き差しする場合は、必ず根元のプラグを持ってください。
断線の防止となります。

ケーブルの上にものを載せないでください。
断線して火災の原因となります。

本製品を移動する場合は、必ず電源を切り、プラグを抜いてください。
電源を入れたまま移動すると故障の原因となります。

ケーブル類の設置場所にご注意ください。
ケーブル類に引っかかると本製品が転倒したり落下し、機器を破損するおそれ
があります。また、落下した本製品でけがをするおそれがあります。ケーブル
類を踏むと断線し、火災の原因となります。

製品付属のケーブル以外は使用しないでください。
火災や機器を破損するおそれがあります。

ご使用について

　警告

煙が出たり、異臭が漂う場合は、すぐに電源を切りプラグを抜いてくだ
さい。
本製品が故障しています。そのまま使用していると、爆発・火災の原因となります。

本製品が物理的・機械的に故障していると思われる場合は、すぐに
使用を中止してください。
そのまま継続して使用すると、爆発・火災の原因となります。

ぬれた手で機器に触れないでください。
感電および故障の原因となります。
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安全に関する注意事項

　注意

本製品の上に重いものを載せないでください。
筐体が変形するおそれがあります。

本製品の上に水などの入った容器や金属物を置かないでください。
水などがこぼれたり、クリップなどの異物が内部に入った場合、火災、感電の
原因となります。

本製品に衝撃を与えないでください。
破損の原因となります。

不用意に端子類に触れないでください。
故障や感電の原因となります。

お手入れの際は電源を切ってください。
接続する時やお手入れの際は電源プラグを抜いてください。感電や製品故障の
原因となります。お手入れの際は、シンナーなどの揮発性の溶剤を使用しない
でください。
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Section 1
ご確認

ご使用の前に

ご使用に当たっての留意事項
ご使用上の過失の有無を問わず、本製品の運用において発生した逸失利益を含む間接損害
に対するいかなる請求があったとしても、当社はその責任を負わないものとします。
製品本来の使用目的および、当社が推奨する使用環境下以外での本製品の動作保証は、一
切いたしかねます。また、CPU などを規格外でご使用の場合、本製品の動作保証は一切い
たしかねます。
本製品を使用して、他人の著作物（例：CD・DVD・ビデオプログラム等に収録されている、
あるいはラジオ・テレビ放送またはインターネット送信によって取得する音声・映像）を
録音・録画する場合の注意点は、下記の通りになります。
•	著作物は、個人的にまたは家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用する

ことを目的とするときで、その使用するものが複製または編集をする場合等を除き、そ
の複製または編集等が著作権を侵害することがあります。収録媒体等に示されている権
利者、または権利者団体等を介するなどの方法により、著作権者から許諾を受けて、複
製または編集等を行う必要があります。

•	他人の著作物を許諾なく複製または編集等をして、これを媒体に固定して有償・無償を
問わず譲渡すること、またはインターネット等を介して有償・無償を問わず送信するこ
と（自己のホームページの一部に組込む場合も同じ）は、著作権を侵害することになります。

•	本製品を使用して作成・複製・編集される著作物またはその複製物につきましては、当
社は一切責任を負いかねますのであらかじめご了承ください

著作権侵害の可能性は、使用環境によって異なりますので、事前にお客様の顧問弁護士に
確認されることをお勧めいたします。

当社ホームページ
本製品をはじめとする当社最新情報をホームページにて発信しています。最新の業務向け
製品から EDIUS の活用方法まで、幅広く公開していますので、当社ホームページにぜひ
アクセスしてください。
•	http://www.grassvalley.jp/
•	http://www.ediusworld.com/

http://www.grassvalley.jp/
http://www.ediusworld.com/
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Section 2
準備

各部の名称

REXCEED-X15LT の各部の名称と機能

[1] 

[2] 

[3] 

[4] 

[1] REXCEED-X15LT
ラップトップ PC を使用したノンリニア編集を実現するためのターンキーシステムです。

[2] 液晶ディスプレイ

[3] キーボード

[4] マウス

ご注意 •	 本体の PCI Express カードスロットで、SxS メモリーカードをお使い
になる前に、メーカー Web サイトからドライバーをダウンロードし、
REXCEED にインストールしてください。
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電源を入れる

REXCEED-X15LT を起動する
REXCEED-X15LT にマウスなどの周辺機器を接続した後、下記の手順で REXCEED-
X15LT を起動してください。

1 	 周辺機器の電源を入れる
カメラなど周辺機器の電源を入れます。

2 	 REXCEED-X15LTの電源ボタンを押す

編集環境が整った後は、必ずシステムバックアップを行ってください。
EDIUS を使用する場合、起動後に、必要に応じて、Section 3、Section 4 を参照してデ
バイスプリセットなどの設定を行ってください。その後、プロジェクトの編集を行う
前に、Section 5 を参照してシステムバックアップを行ってください。
従来バージョンの EDIUS を使用する場合は、インストールが必要です。詳しくは、
Section 6 を参照してください。
従来バージョンの EDIUS のご使用について▶ P28



EDIUS を起動する
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Section 3
EDIUS の起動とプロジェクト作成

EDIUS で編集作業を行うときの一番大きな作業単位となるのがプロジェクトファイルです。
プロジェクトファイルには、編集の経過や、映像のフォーマットなどが記録されます。
このセクションでは、EDIUS の起動とプロジェクトの作成方法について説明しています。
ここでは、EDIUS Elite 7 を使用する場合を例に説明しています。

POINT •	 このセクションでは、基本的な操作のみを記載しています。各操作や機
能について詳しくは、ご使用の EDIUS のリファレンスマニュアルを参照
してください。

EDIUS を起動する

1 	 デスクトップのアイコンをダブルクリックする

プロジェクトを作成する

1 	［スタートアップ］ダイアログで、［プロジェクトの新規作成］をクリックする
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2 	［プロジェクトファイル］の［プロジェクト名］にプロジェクト名を入力する

3 	 プロジェクトプリセットを選び、［OK］をクリックする
プロジェクトプリセットは、完成した映像を出力するメディアのフォーマットに合わせて
選びます。プロジェクトプリセットをクリックすると、［説明］にフォーマットの詳細が表
示されます。
※	用意されているプロジェクトプリセットは、モデルにより異なります。

選んだプロジェクトプリセットで、新しいプロジェクトファイルが開きます。

POINT •	 	プロジェクトプリセットの詳細設定を一時的に変更してプロジェクトを
作成できます。詳しくは、EDIUS リファレンスマニュアルを参照してく
ださい。
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Section 4
編集環境の設定

このセクションでは、キャプチャや出力に使用する機器の接続情報の登録や編集中に使用
する機器の設定について説明しています。これらの編集環境は、必要に応じて、編集作業
を始める前に設定しておいてください。

ご注意 •	 REXCEED-X15LT は、IEEE1394 端子を搭載していません。IEEE1394
を使用する場合は、別途接続機器が必要です。

POINT •	 このセクションでは、基本的な操作のみを記載しています。各操作や機
能について詳しくは、ご使用の EDIUS のリファレンスマニュアルを参照
してください。

•	 EDIUS に対応しているハードウェアは、当社ホームページにてご確認く
ださい。

デバイスプリセットを新規登録する
キャプチャや出力時に使用する外部機器（カメラやデッキ、Web カメラ、マイクなど）や
I/O ハードウェアについて、接続情報をデバイスプリセットとして登録し、管理します。
EDIUS は、キャプチャや出力の際に、あらかじめ用意されているデバイスプリセットを呼
び出すことで、入出力の操作をスムーズに行うことができます。デバイスプリセットを使
用したキャプチャや出力については、リファレンスマニュアルを参照してください。
ここでは、デバイスプリセットを新規登録する方法について説明します。

1 	 入出力に使用する機器を接続する

POINT •	 ファイルベースで映像や音声が記録されている外部機器類（XDCAM デ
バイスや P2 デバイス、CD/DVD、AVCHD カメラ、SD メモリーカード
などのリムーバブルメディア）は、ソースブラウザー機能を使用して取
り込むことができるので、デバイスプリセットとして登録する必要はあ
りません。

2 	 メニューバーの［設定］をクリックし、［システム設定］をクリックする

3 	［ハードウェア］のツリーをクリックし、［デバイスプリセット］をクリックする
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4 	［新規作成］をクリックする

［プリセットウィザード］が起動します。

5 	 デバイスプリセットの名前を入力する

6 	［アイコン選択］をクリックし、アイコンの画像を選んで［OK］をクリックする
お好みの画像を使用する場合は、［…］をクリックし、ファイルを選びます。

7 	［次へ］をクリックする

入力時の接続情報やフォーマットを設定する画面が表示されます。
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8 	［インターフェイス］のリストをクリックし、入力に使用するインターフェイスを選ぶ
REXCEED-X15LT に装備されている Thunderbolt 端子などを利用し、EDIUS に対応して
いる I/O ハードウェアを使用する場合は、使用する I/O ハードウェアを選びます。
•		［DirectShow Capture］
DirectShow ベースのビデオキャプチャデバイス、オーディオキャプチャデバイスから入力
する場合に選びます。
•		［なし］
入力用のインターフェイスを使用しない場合に選びます。
※	[Generic OHCI]、[Generic HDV] は使用しません。

9	［ビデオフォーマット］のリストをクリックし、キャプチャする素材のビデオフォーマッ
トを選ぶ
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10 	［詳細設定］をクリックする

手順 8 で選んだインターフェイスの入力設定画面が表示されます。
EDIUS がキャプチャに使用する入力機器を認識している場合、画面上部に入力機器からの
映像が表示されます。
※	画面は例です。使用するハードウェアに寄って画面は異なります。

11	 各項目を設定する
入力設定を行います。
各インターフェイスの詳細設定について詳しくは、EDIUS リファレンスマニュアルを参照
してください。

12 	［OK］をクリックする



デバイスプリセットを新規登録する

REXCEED-X15LT － ユーザーズガイド	 17

13 	［コーデック］のリストをクリックし、キャプチャ時に使用するコーデックを選ぶ
選んだコーデックによっては、［詳細設定］をクリックして、コーデックの詳細を設定でき
ます。

14 	必要に応じて、その他の項目を設定し、［次へ］をクリックする
出力時の接続情報やフォーマットを設定する画面が表示されます。

15 	［インターフェイス］のリストをクリックし、出力に使用するインターフェイスを選ぶ
•		［Generic OHCI］
IEEE1394 端子を利用して DV 機器などにテープ出力する場合に選びます。REXCEED-
X15LT では使用しません。
•		［なし］
出力用のインターフェイスを使用しない場合や HDV 機器へ出力する場合、デッキ制御で
きない機器へテープ出力する場合に選びます。

出力設定について詳しくは、EDIUS リファレンスマニュアルを参照してください。

16 	必要に応じて、［ビデオフォーマット］などの項目を設定し、［次へ］をクリックする
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17 	内容を確認し、［完了］をクリックする

デバイスプリセット一覧に作成したプリセットのアイコンが表示されます。

18 	［OK］をクリックする
デバイスプリセットを使用して、キャプチャや出力を行う手順について詳しくは、EDIUS
リファレンスマニュアルを参照してください。
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プレビューデバイスを設定する
当社製品などの機器を使用して外部モニターを確認しながら編集を行う場合などに、使用
する機器をプレビューデバイスとして管理し、設定することができます。

1 	 編集に使用する機器を接続する

2 	 メニューバーの［設定］をクリックし、［システム設定］をクリックする

3 	［ハードウェア］のツリーをクリックし、［プレビューデバイス］をクリックする

4 	 使用するプレビューデバイスをクリックする
※	画面は［UltraStudio Express - Output］の場合です。

デバイス名の横にチェックが付きます。

POINT •	 	［プルダウンフォーマットを優先する］にチェックを入れると、より一般
的なフォーマット（59.94i ／ 50i ／ 59.94p ／ 50p）にプルダウン可能な場合、
プルダウンを優先して出力します。23.98p ／ 29.97p ／ 25p 表示に対応し
ていないモニターをお使いの場合にお試しください。



Section 4  ― 編集環境の設定

20	 REXCEED-X15LT － ユーザーズガイド

5 	［詳細設定］をクリックする

プレビューデバイスの詳細設定画面が表示されます。
画面上部にカラーバーが表示されます。プレビューデバイスのモニターにも同様にカラー
バーが表示されます。

ご注意 •	 プレビューデバイスが、現在のプロジェクト設定のビデオフォーマットと
互換性がない場合、警告メッセージが表示されます。プロジェクト設定を
プレビューデバイスに合わせて設定し直してください。

6	［詳細設定］のツリーをクリックし、設定する項目をクリックする

7 	 各項目を設定する
プレビューデバイスの詳細設定を行います。

［適用］をクリックすると、続けて他の項目を設定することができます。
詳細設定について詳しくは、EDIUS リファレンスマニュアルを参照してください。

8	［OK］をクリックする
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9	［OK］をクリックする
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Section 5
リカバリーについて

デバイスプリセットの新規登録、プロファイルの作成など、ご使用の環境に合わせて
EDIUS の設定を終えた後、必ずシステム環境をバックアップしてください。
システムバックアップを作成しておくと、万一システムがクラッシュした場合でも、ご使
用の環境に戻すことができます。

ご注意 •	 Windows 7 で作成した修復ディスクから REXCEED-X15LT を起動した
場合、USB 3.0 端子に接続された USB HDD および USB メモリなどは認
識されません。USB 2.0 端子に接続してください。

バックアップイメージを作成する
ご注意 •	 	バックアップイメージの保存先には、外部 HDD を推奨します。システム

HDD（C: E:）のバックアップには 25 ～ 30GB の容量が必要です。

1 	［スタート］をクリックし、［コントロールパネル］をクリックする

2 	［バックアップの作成］をクリックする

3 	［システムイメージの作成］をクリックする

4 	［ハードディスク上］を選び、バックアップイメージを記録するディスクを指定する

5 	［次へ］をクリックする
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6 	［Recovery（E:）］にチェックを入れ、［次へ］をクリックする
バックアップするドライブを選びます。Recovery（E:）には工場出荷時のシステムイメー
ジが収録されていますので、バックアップするドライブに含めてください。

7 	 設定を確認し、［バックアップの開始］をクリックする
バックアップが始まります。
バックアップイメージの作成終了後、修復ディスクを作成するかどうかを選択できます。
ディスクを作成する場合は［はい］をクリックし、画面にしたがって、修復ディスクを作
成してください。

続けて修復ディスクを作成する場合

1 	 空の CDまたはDVDをドライブに挿入し、［ディスクの作成］をクリックする

2 	 内容を確認し、［閉じる］をクリックする
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3 	 書き込みが完了したら［OK］をクリックする

4 	［閉じる］をクリックする

バックアップイメージからシステムを復元する
外部 HDD に保存したバックアップイメージを使用してシステムを復元します。修復ディ
スクを作成しておいた場合は、ディスクをドライブに挿入して REXCEED-X15LT を起動
し、手順 9 から操作してください。

1 	［スタート］をクリックし、［コントロールパネル］をクリックする

2 	［バックアップの作成］をクリックする

3 	［システム設定またはコンピューターの回復］をクリックする

4 	［高度な回復方法］をクリックする
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5 	［以前に作成したシステム イメージを使用してコンピューターを回復する］をクリッ
クする
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6 	 必要に応じて、ファイルなどのデータをバックアップするかどうかを選ぶ

7 	［再起動］をクリックする

REXCEED-X15LT が再起動し、修復システムが起動します。

8 	［キーボード入力方式を選択してください。］のリストから、キーボードを選び、［次へ］
をクリックする

9 	［システムイメージを選択する］を選び、［次へ］をクリックする

10 	リカバリーするバックアップイメージを選び、［次へ］をクリックする

11	 画面にしたがってリカバリー設定を選ぶ

12 	設定内容を確認し、［完了］をクリックする
システムリストアが始まります。終了するまでに時間がかかります。
終了すると、REXCEED-X15LT が再起動し、バックアップした時点のシステム環境に戻
ります。
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工場出荷時の状態に戻す
REXCEED-X15LT を購入時（工場出荷時）の状態に戻す場合は、付属のリカバリー Tool 
CD から行います。

ご注意 •	 	工場出荷時のシステムイメージが、Recovery（E:）ドライブに保存され
ています。間違って、削除したり、フォーマットをしたりしないように
してください。

1 	 リカバリー Tool CDをドライブに挿入し、REXCEED-X15LTを起動する

2 	 操作選択メニューで、［1. Restoration of system Partition］を選ぶ
リストアソフトが起動し、システムパーテションのリストアが始まります。
リストアが終わるとソフトウェアは終了します。

3 	 コマンドプロンプトを終了する
［Exit］と入力するとコマンドプロンプトは終了します。

4 	［2. Exit Program］を選ぶ
システムが終了し、REXCEED-X15LT の電源が切れます。

5 	 ドライブからリカバリーTool CDを取り出し、REXCEED-X15LTを起動する
工場出荷時のシステムで REXCEED-X15LT が起動します。
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Section 6
従来バージョンのEDIUSのご使用について

このセクションでは、EDIUS Elite のインストール方法や、EDIUS Elite 7 と EDIUS Elite
の違いについて説明しています。

EDIUS Elite をインストールする

1 	 REXCEEDにインストールされているEDIUS Elite 7 をアンインストールする
アンインストールウィザードのオンラインでの認証解除の手順では、「認証を解除しません」
を選択してください。「認証を解除しません」を選択していると、EDIUS インストール時
のシリアル番号入力の手順を省略することができます。

2 	 付属の EDIUS Elite Installation DVDを REXCEEDの Blu-ray ドライブにセット
する

自動起動しない場合は、EDIUS Elite Installation DVD を開き、Setup.exe をダブルクリッ
クしてください。

3 	［Install］をクリックする

4 	 画面の指示にしたがってEDIUS Elite をインストールする
シリアル番号の入力が必要な場合は、入力してください。EDIUS Elite のシリアル番号は、
EDIUS Elite 7 と共通です。
※	アップグレード版をご利用の場合は、EDIUS Elite 7 と EDIUS Elite のシリアル番号は

別のものとなります。EDIUS Elite のシリアル番号を入力してください。
EDIUS と同時に、QuickTitler がインストールされます。

編集環境が整った後は、必ずシステムバックアップを行ってください。
EDIUS を起動し、必要に応じて、Section 3、Section 4 を参照してデバイスプリセット
などの設定を行ってください。その後、プロジェクトの編集を行う前に、Section 5 を
参照してシステムバックアップを行ってください。
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EDIUS Elite 7 と EDIUS Elite の主な違い
このセクションでは、EDIUS Elite 7 と EDIUS Elite との主な違いについて説明しています。

EDIUS Elite 7 で追加された機能
•	4K 編集ワークフローの向上
•	最新フォーマットに対応 （Sony XAVC / XAVC S ※、Panasonic AVC-Ultra ※、CANON 

EOS-1D C Motion JPEG）
•	64bit システムに最適化し、さらに向上したリアルタイム性
•	静止画連番の高速読み込み（JPG、TGA、DPX など）
•	自動アップデート通知機能
•	MPEG エンコードエンジンの向上
•	H.264/AVC デコードエンジンの向上
•	第 4 世代インテル ® Core™ i プロセッサーに対応
•	ガウシアンブラ―フィルターの搭載
※	カムコーダー発売後に追加されます。最新の情報は当社ホームページでご確認ください。
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